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町

政

の

執

行

方

針

と

し

て

た

め

に

現

在

、

総

務

課

内

に

設

け

て

い

-

し

た

。

J

司
H

ご

い

わ

ゆ

る

重

点

主

義

を

、

採

る

企

画

係

を

、

独

立

強

化

し

て

新

た

に

一

③

昭

和

四

十

=

年

度

長

浜

町

上

水

道

特

J.HH引
用

し

て

い

る

こ

と

を

議

員

お

グ

開

発

課

み

新

設

さ

れ

る

こ

と

に

な

一

別

会

計

補

正

予

算

ιヨ
山

よ

び

、

町

民

各

位

が

理

解

し

り

ま

し

た

。

一

松

本

地

区

簡

易

上

水

道

供

給

施

設

費

二

ノ

~

て

い

た

だ

か

な

け

れ

ば

な

ら

③

町

税

条

例

の

一

部

改

正

一

な

ど

を

補

正

し

ま

し

た

の

で

、

上

水

道

ム
引

υ
?な
い

。

延

滞

金

計

算

方

法

を

簡

素

化

し

、

一

特

別

会

計

の

予

算

総

額

は

、

三

千

百

三

(

川

け

ん

お

く

れ

に

、

お

く

れ

を

と

身

体

障

害

者

の

町

民

税

の

非

課

税

の

一

十

二

万

五

千

円

に

な

り

ま

し

た

。

{

割

以

叩

ろ

う

と

し

て

い

る

当

町

を

、

限

度

額

を

、

二

十

四

万

円

か

ら

二

十

六

一

⑤

昭

和

四

十

二

年

度

長

浜

町

統

合

中

学

一
T
J
}
逆

に

他

を

抜

い

て

、

前

へ

進

万

円

に

引

き

あ

げ

、

一

校

特

別

会

計

補

正

予

算

、

田

山

円

山

め

て

ゆ

こ

う

と

す

る

の

で

あ

-

一

法

人

税

の

均

等

額

が

、

資

本

金

一

千

一

統

合

中

学

校

の

寄

宿

舎

建

設

費

な

ど

~
引
ど
か
ら
、
総
花
的
な
施
政
は
一
と
り
が
、
正
し
い
感
覚
書
っ
て
そ
の
一
に
し
て
、
町
政
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
こ
万
円
以
上
の
も
の
は
、
こ
れ
を
七
千
円
一
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
統
合
中
学
校

一

αいで
ぎ
な
い
o

町
政
の
す
べ
て
一
号
正
し
く
理
解
し
、
力
を
あ
わ
せ
て
一
議
員
各
位
な
ら
び
に
町
民
各
位
に
ず
一
に
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
四
千
臣
、
一
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
一
億
九
千

産
主
点
に
も
っ
て
ゆ
か
な
け
一
ゆ
く
と
い
う
い
わ
ゆ
る
協
力
精
神
が
一
れ
て
え
そ
の
点
を
よ
く
理
解
し
て
が
一
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
五
百
九
十
万
五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

説
話
用
化
出
一
市
川
口
け
い
け
一
一
一
一
一
ド
ー
一
一
U
一
一
巨
大
口
約
い
れ
は
品
目
立
案
件
道
舗
装
情

一
.
忍
ん
で
、
ー
大
長
浜
町
発
展
の
基
盤
を
つ
一
互
い
の
し
あ
わ
せ
、
不
し
あ
わ
せ
に
つ
一
一
一
険
税
条
例
の
一
部
改
一
ら
百
分
の
十
八
・
一
の
税
率
に

B
き
あ
一
①
し
い
た
け
集
荷
施
設
設
置
費
助
成

分
ニ
固
定
例
町
議
会
は
、
七
月
二
十
七
日
、
午
前
九
時
半
か
ら
、
体
育
館
で
関
か
れ
ま
し
た
。
一
く

pあ
げ

て

ゆ

く

ん

だ

と

い

う

考

え

方

一

な

が

る

と

い

う

考

え

方

の

上

に

た

っ

て

一

…

一

正

一

げ

ら

れ

ま

し

た

。

一

柴

地

区

町

道

舗

装

の

陳

情

は

採

択

さ

今
回
は
、
開
発
課
新
設
条
例
、
豊
茂
公
民
館
新
築
工
事
、
松
本
地
区
の
簡
易
上
水
道
、
統
合
中
学
校
寄
宿
舎
建
設
工
事
予
一
で
、
そ
れ
を
よ
り
よ
く
、
理
解
し
協
力

7
」
協
力
願
い
た
い
o

一
一
案
一
世
帯
主
以
外
の
被
保
一
ま
た
、
紙
製
造
業
者
・
自
動
車
・
列
一
れ
、
望
者
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

算
な
ど
が
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
し
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
.
午
後
一
時
に
閉
会
し
ま
し
た
。
一
工
工
、
。
一
長
浜
町
内
の
「
和
」
協
力
は
も
ち
ろ
一

H

山
険
者
ひ
と
り
に
つ
い
て
一
車
・
停
止
措
置
等
に
対
す
る
特
別
処
置
一
ま
た
、
し
い
た
け
集
荷
施
設
設
置
費

三
5
5
5間
程
げ
は
h
h
h
ミ

、

部

門

が

せ

い

が

て

ゆ

く

一

一

山

内

一

一

年

一

日

一

駐

日

出

町

お

一

一

一

け

い

王

将

止

し

刊

誌

は

昨

日

軒

並

誌

…

1
1
5

可
長
の
J

汀

政

報

告

一

甚

之

く

る

た

め

、

町

工

場

を

誘

致

一

る

と

、

民

主

々

義

を

誤

解

し

て

、

ル

l
一
の
あ
る
他
県
の
町
村
等
と
も
広
〈
連
携
一
…
一
軽
減
し
て
い
ま
し
た
が
一
り
こ
ま
れ
ま
し
た
。
一
方
一
一
回
臨
時
町
議
会
で
、
常
任
委
員

同
E
F
U
千

正

幸

且

一

し

j

L

一
ル
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
玄
っ
て
、
総
合
的
に
地
域
を
開
発
し
一
一
議
て
れ
が
ひ
と
り
あ
た
り
一
④
昭
和
四
十
一
一
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
一
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
、
翼
線
舗
装

国
に
お
い
て
は
、
新
産
業
都
市
、
そ
一
よ
う
に
な
っ
た
。
一
話
を
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
簡
単
に
一
身
勝
手
な
行
動
が
取
ら
れ
が
ち
な
社
会
一
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
、
本
当
に
、
し
あ
わ
一
一
…
四
万
円
に
、
引
き
あ
げ
一
補
正
予
算
一
の
件
お
よ
び
、
冷
蔵
庫
の
設
備
費
援
助

の
他
を
通
じ
て
、
近
く
に
お
い
て
は
瀬
一
地
域
開
発
に
一
番
重
要
な
の
は
、
経
一
造
船
所
や
、
町
工
場
が
誘
致
で
き
、
フ
一
で
あ
る
。
一
せ
な
町
が
で
ま
あ
が
ら
な
い
と
考
え
て
一
一
一
ら
れ
ま
し
た
。
一
豊
茂
局
公
民
館
建
設
費
な
ど
を
補
正
し
一
の
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
各
常

戸
内
海
の
開
発
、
ま
た
、
県
に
お
い
て
一
済
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
一
ェ

y
l
・
ポ

l
ト
が
、
就
航
す
る
か
の
一
今
後
、
将
来
の
大
長
浜
町
を
つ
く
り
一
い
る
。
一
②
諜
設
置
条
例
の
一
部
一
総
額
一
千
六
百
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
一
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、

は
、
東
予
新
霊
雲
仙
市
の
建
設
、
そ
し
一
過
去
の
長
浜
町
は
、
海
運
の
基
地
と
一
よ
う
に
、
考
え
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
あ
げ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
い
か
に
立
派
一
そ
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
よ
り
広
一
改
正
一
の
で
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
て
一
件
と
も
採
択
し
、
理
事
者
に
送
付
さ

て
、
松
山
を
中
心
と
し
た
中
央
都
市
圏
一
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
一
と
れ
は
、
過
去
の
行
政
史
上
、
手
が
一
な
計
画
を
樹
て
て
も
、
町
民
ひ
と
り
ひ
一
域
行
政
、
よ
り
経
済
の
広
域
化
を
主
依
一
当
町
の
特
別
開
発
事
業
を
推
進
す
る
三
億
二
千
五
十
六
万
四
千
円
に
な
り
ま
一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

の
建
設
、
南
予
の
開
発
、
と
に
か
く
、
一
こ
ろ
に
、
発
展
が
あ
っ
た
。
一
け
て
き
た
仕
事
の
う
ち
で
、
一
番
む
つ
一

1
1・‘
E
r
-
-
J
t
i
t
i
-
-
z
I
t
-
-
f
1
f
h
f
a
-
-
f
I
f
l
i
-
-
I
!
t
l
f
a
z
i
-
-
-
1
1
t
i
t
-
-
r
l
)
-
-
-
1
1
z
i
l
-
-
-
-
J
i
-
-
r
ぺ
J
・2
J
1・J

I

-

-

2

1

-

と
の
よ
ラ
に
、
国
を
あ
げ
て
、
あ
る
い
一
芳
一
番
に
当
面
し
て
い
る
問
題
は
、
一
か
し
い
問
題
で
あ
る
。
一

i
l
l
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

町

長

一

ヵ

ら

ア

イ

テ

ア

を

ち

ょ

う

だ

い

す

る

一

単

独

財

源

を

投

入

す

る

余

裕

は

な

い

。

む

当

日

諸

問

甘

い

一

九

軒

目

見

ヰ

日

立

町

町

内

訪

日

間

刊

刊

誌

れ

い

一

一

般

質

問

一

発

問

時

十

前

七

割

問

問

一

方

削

れ

れ

れ

同

一

え

れ

ば

Uよ
く
知
一
い

υは
い
り
の
ま
ま
で
は
い
け
な

一
?
を
新
し
く
開
発
し
て
ゆ
と
う
と
い
う
一
て
と
れ
ら
と
取
り
く
ん
で
ゆ
く
と
こ
ろ
一

l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
幹
と
し
て
、
全
町
的
な
体
勢
を
つ
く
る
一
っ
て
い
る
か
と
ゅ
う
と
、
ど
こ
の
大
学
一
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て

当

町

に

あ

っ

て

も

、

立

地

条

件

の

わ

一

問

題

。

一

に

、

む

つ

か

し

い

問

題

も

、

打

開

の

道

一

坂

田

信

也

氏

一

一

ょ

う

推

進

し

た

い

。

一

の

先

生

よ

り

も

、

ど

と

の

課

長

よ

り

も

一

ゆ

く

か

と

い

う

と

と

。

る
い
、
交
通
の
不
便
な
地
域
に
お
け
る
一
基
幹
的
な
工
場
を
誘
致
し
な
け
れ
ば
一
が
開
け
る
と
確
信
す
る
o

一
①
地
域
開
発
に
つ
い
て
、
全
町
的
な
一
体
制
"
つ
く
り
を
示
せ
。
一
無
医
地
区
対
策
で
あ
る
が
、
医
師
の

τ番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
、
町
役
場
一
も
し
、
そ
れ
を
や
る
場
合
に
、
困
難

開

発

を

強

力

に

推

進

し

て

ゆ

こ

う

と

構

一

な

ら

な

い

。

一

i
Hロ
HiH一
H
:
?
2
i
i
i
i
i
i
一
②
皇
無
医
量
地
区
露
解
消
虫
の
具
是
体
策
憲
構
想
詰
は
一
不
足
問
題
宮
は
、
当
町
の
み
で
解
決
で
三
品
き
三E二

一

の

職

員

で

あ

る

。

一

τな財政
費
負
担
雪
を
、
ど
の
よ
う
よ
に
、
か
主た

想想冷をを

Zね
つ
て
い
る
が
、
ト
と
品
」
包
の
と
と
は
む
一
新
産
喜
嘩
業
萎
宋
若
蜘
都
聾
卸
笠
一
市
巾
で
さ
へ
、
エ
場
を
誘
司
武
致
竺
双
挟
竺
一
一
一
一
あ
る
か
。
一
る
問
題
で
は
な
い
。
と
れ
は
、
国
の
施
一
た
だ
、
そ
れ
ら
の
方
法
に
つ
い
て
、
一
づ
け
て
ゆ
〈
か
と
い
う
問
題
。

一

ご

ー

ー

I

l

l

i

-

-

l

i

l

-

-

一
小
川
儀
三
郎
氏
支
の
段
階
で
、
医
者
の
不
足
問
題
を
解
正
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
い
一
ど
の
よ
う
に
、
受
益
芝
、
協
力
を

し

お

何

日

れ

訪

日

ド

し

て

一

勺

お

い

認

吋

軒

刊

誌

一

一

最

重

定

ま

鹿

義

自

捨

一

一

①

町

条

例

雪

作

成

し

て

、

各

議

員

一

決

し

て

ゆ

く

と

い

う

と

と

に

な

っ

て

こ

E
z
f〉
し

て

も

ら

う

か

と

い

う

問

題

。

一

一

一

E

耳
童

d
n
h
-
t題
目

斉

一

一

に

配

布

せ

よ

。

一

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

と

こ

互

い

型

事

首

D

以
上
の
よ
う
に
、
四
つ
の
問
題
が
あ

将
来
の
夢
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
一
源
を
も
っ
て
い
る
た
め
年
を
主
体
に
二

1

3

j

l

j

j

一

二

塁

i
八
幡
浜
の
県
道
の
改
修
見
一
機
会
に
新
し
い
医
療
体
制
と
い
う
も
の
翌
一
割

3
4
G

る。

ヤ
と
は
、
い
か
に
、
む
つ
か
し
い
仕
事
一
し
た
工
場
、
つ
ま
り
、
造
船
所
等
を
当
一
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L

一

一

な

る

か

と

い

う

こ

と

を

痛

感

し

て

い

一

語

口

H
2的
1
2
B
Z
J域開
一

漏

水

試

験

は

屋

上

へ

全

部

上

通

れ

れ

お

れ

わ

れ

れ

を

公

一

を

わ

れ

日

立

川

口

リ

ド

答

弁

払

日

諮

問

吋

最

善

の

努

力

を

一
そ
の
こ
と
に
お
い
れ
、
コ
盲
人

t
七
一
発
に
お
き
、
向
と
う
四
年
間
、
町
民
各
一
め
て
、
一
一
昼
夜
の
問
、
漏
水
が
あ
る
と
募
し
て
は
ど
う
か
。
一
は
、
議
長
、
常
任
委
員
長
と
協
議
し
て
-
う
こ
と
は
大
変
大
切
で
あ
る
o

-

余
談
に
な
る
が
、
最
近
、
非
常
に
、

調
発
の
基
本
理
念
一
百
人
と
、
人
々
を
、
当
町
で
働
い
て
一
位
と
、
一
絡
に
な
っ
て
、
努
力
を
払
、
了
;
を
真

J
試
験
し
た
o

と

の

よ

一

一

吾

金

之

助

氏

一

善

処

し

た

い

。

一

そ

の

上

に

た

っ

て

、

県

・

国

の

助

言

一

依

存

度

合

言

く

な

っ

て

き

た

。

-勇
d
毒
4

4

d

，
一
い
た
だ
れ
い
よ
う
な
場

-Zっ
く
り
あ
一
た
い
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
い
れ
て
、
一
一
全
な
校
舎
の
建
設
に
努
一
①
大
口
ご
み
処
理
の
処
置
を
早
急
に
一
塁

l
八
幡
浜
線
の
県
道
の
改
修
工
一
指
導
を
得
て

4
3
2
5方
策
了
」
柱
、
時
代
の
す
う
せ
い
か
ら
し

現

今

は

、

都

市

を

中

心

と

し

た

開

発

一

げ

た

ぃ

。

一

つ

ぞ

中

統

の

建

築

の

現

況

で

あ

る

一

力

し

て

い

る

o

一

講

じ

よ

。

一

事

は

、

県

自

の

理

解

を

賜

わ

っ

て

、

一

を

樹

立

し

た

い

。

一

て

止

む

を

得

な

い

が

、

基

本

的

に

は

、

が
進
み
、
そ
の
他
の
地
震
、
現
在
経
一
ま
た
家
庭
か
ら
、
工
場
へ
か
よ
っ
て
一
が
、
全
建
物
の
、

3
3
1ト
の
打
一
八
月
の
末
に
な
る
と
、
外
部
の
仕

L
⑦
愛
護
の
組
織
体
言
明
確
に
し
一
昭
和
四
十
一
一
年
度
事
業
と
し
て
、
着
手
一
大
口
ど
み
の
処
理
問
題
は
、
町
と
し
一
他
人
に
は
、
迷
惑
を
か
け
な
い
・
自
分

済
の
成
長
か
ら
、
大
変
、
遅
れ
を
み
る
一
家
庭
の
生
活
と
い
う
も
の
を
乱
さ
な
い
一
込
み
は
、
全
部
終
っ
た
o

一
を
し
、
十
月
に
な
る
と
、
現
在
着
手
し
-
一
て
、
こ
れ
を
強
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。
一
す
る
と
と
に
な
っ
た
c

一
て
も
、
大
変
困
っ
て
い
る
。
一
た
ち
で
て
き
た
と
と
は
、
で
ぎ
る
だ
け

ニ

て

い

る

工

事

は

、

完

成

す

る

予

定

で

あ

論

文

公

募

の

件

は

、

広

〈

町

民

の

方

一

火

葬

場

の

横

に

、

じ

ん

あ

い

焼

却

場

一

解

決

を

つ

け

て

、

町

・

県

あ

る

い

は

県

…

誌

査

蛸

諸

島

会

経

営

♂

謀

議

ゴ

ぷ

匙

J
師

長

野

)

…

一

る

。

が

あ

る

が

、

今

日

で

は

、

早

く

も

あ

の

一

の

行

政

力

と

い

う

も

の

は

、

他

の

面

へ

調

現

滝

議

絡

修

並

ど

委

ろ

火

た

会

役

ト

談

緊

ら

る

ま

検

り

間

〕

び

接

止

方

卜

ほ

会

脳

…

一

工

事

行

程

も

順

調

に

進

ん

で

い

る

の

程

度

の

も

の

で

は

、

大

口

の

ご

み

は

、

一

重

点

的

に

、

や

っ

て

も

ら

お

う

と

い

う

…

同

恥

蜘

鮎

謹

一

概

人

前

鵬

ど

…

協

会

岬

叫

H

誌
札
制
甘
ん
乱
防
一
範
一
触
れ
↓
ー
地

ιト
鴨

議

目

立

で

、

立

派

な

中

学

校

が

で

品

目

、

あ

が

る

も

処

理

で

き

な

く

な

っ

た

。

一

考

え

方

が

、

今

一

歩

町

民

の

中

に

生

れ

'
政
地
対
民
援
団
時
般
投
域
掛
か
献
は
備
首
長
・
い
町
り
力
一
体
と
工
・
ク
ボ
ツ
場
・
長
附
生
…
一
の
と
、
自
信
ー
を
も
っ
て
い
る
o

そ
れ
な
ら
、
大
口
ど
み
が
処
理
で
き
一
て
ほ
し
い
。

…

町

き

辺

一

時

限

笹

野

邑

L
問

時

崎

町

諸

問

ト

わ

一

誠

一

時

点

品

作

一

一

一

町

配

ト

何

一

回

一

同

…

一

新

し

い

問

題

と

し

て

は

、

八

月

上

旬

る

施

設

を

建

設

し

た

ら

よ

い

で

は

な

い

一

教

育

長

…
の
欄
一
肘
一
時
唯
一
導
臨
時
一
説
会
麟
議
軌
践
例
措
一
日
…

U
日

開

議

陵

町

か

い

ザ

丘

一

弘

一

党

眠

れ

珠

…

一

か

ら

来

年

の

一

月

ど

ろ

ま

で

に

か

け

て

か

、

と

い

う

こ

と

に

な

る

が

、

一

番

に

一

愛

官

活

動

お

よ

び

、

組

織

に

つ

い

l

j

{

…

一

寄

宿

舎

の

建

設

に

着

手

す

る

。

は

、

財

政

負

担

の

問

題

が

で

て

く

る

。

一

て

は

ス

ツ

キ

リ

と

し

た

位

置

付

け

を

↓
一
…

7
旧

相

咽

佃

日

明

日

間

何

日

間

日

…

一

来

年

の

四

月

か

ら

、

六

中

学

の

実

質

新

設

す

る

と

な

る

と

、

約

千

三

百

万

一

す

る

方

針

で

あ

る

。

f

r

i

z

z

i

-

-

i

z

-

-

J

'

E

・I
・
什
・
リ
げ
-zliti--ZEliz-汁
i
z
-
-リ
ZZEliz--'日
汁

」

一

統

合

を

始

め

る

方

針

で

あ

る

。

円

か

か

る

が

、

現

今

、

千

三

百

万

円

の
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岸本印刷所

7月の人口動態
男 7.474 出生 16
女 8.229 死亡 ~2
計 15.703 婚姻 4 
世帯数 3.967 離婚 D

(末日現在〉

愛媛県喜多郡

長浜町役場

自:
強11"

発行所

印刷所

第一

囲

まUまカま?主幸艮居室(毎月 1田20日発行〕昭和42年8月20日

8日4

10日

13日

ー、
ー

伸
び
る
子
に
伸
ば
せ

家
庭
の
や
さ
し
い
手

よ
く
話
し

よ
く
み
つ
め
よ
う

子

供

り

を

" 



叶
オ
三
団
長
浜
町
社
会
福
祉
大
会
が
、
七
月
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
、
体
育
館

で
、
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
席
上
で
、
社
会
情
祉
事
業
に
功
績

の
あ
っ
た
つ
ぎ
お
方
が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
o

門
町
長
表
彰
〕

村
松
忠
街
、
井
内
キ
ヲ
力
、
和
田
ミ
子
ヨ
、
宮
島
清
子

門
町
長
感
謝
状
〕

(二)第130号ま

第3国社会福祉大会三三

芳
三
回
長
浜
町
社
会
福
祉
大
会

休
み
明
け
に
は

子

供

の

観

察

を

長
い
夏
休
み
が
終
わ
り
ま
し
た
。
休

み
明
け
の
お
子
さ
ん
の
生
活
を
よ
く
観

察
し
て
、
二
学
期
を
元
気
に
過
ご
さ
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

お
た
く
の
お
子
さ
ん
は

①
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
ま
す
か

②
す
ぐ
寝
つ
ぎ
ま
す
か
。
⑦
交
友
関
係

に
不
審
な
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
夜
間

呼
び
出
し
に
く
る
友
人
な
ど
い
ま
せ
ん

か
。
④
お
金
づ
か
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん

か。
以
上
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
思
い
あ
た
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
お
子
さ
ん
と

よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

t-'~ ?りま1'1. 幸成躍震(毎月 1回発行〉昭和42年8月20日

;全国発明くふう

; コンクー)~

: 作品募集

NHKでは、「赤?回全

国発明〈ふうコンクール

」の作品を募集していま

す。

E募集部門〕
①方寸部門

日常生活の中でとら

えたごく身近な発明く

ふうで、一般にわかり

やすく有益なもの。

②矛2部門

科学、技術、産業の

中でとらえた、発明く

ぶろで産業上有益なも

t の。

; (締め切り]

昭和42年?月初日

〔賞1
①特賞

②奨励賞(約20点)

③入選(約150点)
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H

一
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
一

〉

丸

一

I

I

l

l

i

-

-

一
病
気
や
、
げ
が
な
ど
の
た
め
に
働
け
な
-

h

¥

み
七
一
4

一

L
三一

U
一
川
川
出
一
E

J
わ
い
一
く
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
年
金
が
も
ら
一

(

¥

」

ニ

ア

一

一

生

~

r

と
ι
ド
P
叫

べ

凶

一

え

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

、
判
匙

L
r
C

一
1

1

いけ

fil--ぃIl--J川
ー
ー
一
二
十
才
に
な
る
ま
で
の
聞
に
、
病
気
一

;

バ

「

~

一

J

1

1

川
川
一
ゃ
、
け
が
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
分
で
、
一

工
寸
Z

一
V
こ
と
し
も
福
祉
年
金
が
改
善
一
日
常
生
活
の
こ
ま
か
い
用
事
が
で
斉
一
な
一

」

寸

一

一

」

月

一

さ

れ

ま

す

一

い

ほ

ど

の

障

害

を

う

け

た

人

に

も

、

二

一

h
↑h
に

ノ

ヒ

福

祉

年

余

の

増

額

は

、

F
四
十
三
一
十
才
に
達
し
た
と
ぎ
か
ら
、
障
害
年
金
一

P

H

(

一

年

一

月

か

ら

実

施

さ

れ

ま

す

。

一

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

/ン
V

一
年
金
額
は
、
老
令
福
祉
年
金
が
、
千
一
障
害
福
祉
年
令
を
受
け
る
栴
利
は
、
一
一

i
l
k
qパ
J
r
f

一
一
一
百
円
増
額
さ
れ
、
い
ま
の
一
万
八
千
-
五
年
間
請
求
し
な
い
と
、
時
効
に
ょ
っ
一

そ
司
司
孟
.
¥
一
円
が
、
一
万
九
千
二
百
円
に
噌
壁
一
一
同
年
↑
て
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
三

¥

立

ミ

ミ

ミ

ご

一

A

在
、
コ
手
六
百
円
増
額
さ
れ
て
、
二
一
な
さ
ん
や
、
み
な
さ
ん
の
お
知
り
合
い
一

議
ミ
ミ
ミ
一
万
六
千
四
百
円
が
、
三
万
円
に
、
母
子
一
の
方
で
、
「
障
害
福
祉
年
金
」
主
け
一

5
Q
M
V
F
ミ
下
ょ
び
、
百
子
福
祉
年
金
も
、
一
一
一
干
一
ら
れ
る
状
態
に
あ
る
人
は
、
お
互
い
に
一

治

/

七

三

一

一

六

百

円

増

額

さ

れ

て

、

二

万

四

百

円

が

一

教

え

あ

っ

て

、

早

く

請

求

す

る

よ

う

に

瓦

計

調

査

を

実

施

し

ま

す

。

大

調

査

で

す

。

一

の

走

資

料

に

す

る

た

め

に

行

な

;

ο、仁
一

一

一

万

四

千

円

に

な

り

ま

す

。

一

し

ま

し

ょ

う

。

一

こ

の

調

査

は

、

消

費

物

価

問

題

の

解

一

全

国

の

す

べ

て

の

市

と

、

全

国

か

ら

一

七

の

で

す

o

(
¥
ヘ
J

一
V
障

害

福

祉

年

金

を

請

求

一

V
全
国
物
価
統
計
調
査
一
決
に
必
要
な
薬
問
的
な
資
料
室
供
し
一
抜
一
百
さ
れ
た
約
二
百
の
町
村
に
所
在
一
と
の
調
査
の
結
果
は
、
州
域
間
の
物

1

1

1

1

1

1

1

げ
i
L
L
雨
前
r
f
出
時
喰
な
ど
一

M
m
m
m
日
が
し
と
し
の
十
月
一
計
百
守
山
ド
ー
ド
旧
日
日
立
U
M
師団
U
U
Uド
ト
日
目
一
日
せ
れ
M
M
汁
計
十
日
日
子

-

i
一
を
対
象
に
、
国
民
の
消
費
生
活
の
う
え
一
の
間
の
物
価
事
情
の
ち
が
い
と
問
題
と

十
銘
析
の
商
品
ゃ
、
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
一
て
は
ま
る
物
価
対
策
、
価
格
安
定
計
四

一

的

一

で

重

要

な

約

一

二

百

七

十

品

目

八

百

五

一

を

抜

き

出

し

そ

れ

ぞ

れ

の

!

@
料
金
、
販
売
数
回
一
一
里
な
ど
を
調
べ
、
消
一
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
広
い
は
ん
い
の

費
者
物
価
に
み
ら
れ
る
各
種
の
格
差
な
一
い
ろ
い
ろ
な
利
用
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
消
費
者
物
一
す
。

一
ピ一明
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あ
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有線電話番号簿追加(訂正)表

8 月分

部落名

江i/ilJ

浜の子iffi

松原通

飲食
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ドドi甫

東新地

銀日

柴犬越

号

T

8

2

3

1

E

1

6

1
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プ

フ

乍

パ
ω

;

A

ハ
汁

ページ氏

石田綾子

徳山建設作業場

富永金物本居倉庫

長浜高等学校寄宿舎

徳田武夫

ほてい食堂

森岡種雄

岡崎弘

えァ

ペコ

仁自力日〕

目

うプロYク 200個 l長浜町大字白滝上田功ニ 白滝小学校花壇周囲補
修用として

人形劇j舞台 1 長浜町大字長浜 妄浜保育所ほ長浜保育所備品として
の会会長次家照子

ピー一 レインコート 31 長浜町大字長浜戎忠男 // 

スチー/レ製事務机並びに椅子 善通寺市(白滝柴出身)木谷清美 白滝支館備品として
各1(22，000円相当〕
一金110.000円 長浜町大尾字上白正滝三 尾上製糸工場

昭付白和滝と支4し2年館て備度養品蚕と振し興て市代表者

WiP立中央卓及び脇机各1 長浜町大字白滝地区出身役場
電池時計 1(23，400円相当) 吏員一同
一金47，100円 大洲市大決l今岡製糸株式会社昭和付42年度養蚕業振興

容として

あんま機 1台 東京都市 e株式会社ヤクノレト本社長浜町老人ホーム白山
高松IU ・四国ヤグノレ卜協同組合 閣備品として
松市@松山ヤクル卜有限会社

ぎぶとん(スポンジ製)20枚 長浜町西大岡字i芳白子滝 もみじ会ー同 白滝支館備品として
(5，500円相当〉 代表

ザ掛1個日寺計セイコートフンジスター長浜町大字柴坂井巳六
(5，000円相当)

l花相)当ili及)び花台各2個 (13，000円長長浜岩町井大千字秋白子滝 白滝婦人会会

国旗 11.品i(3，000円相当) 長浜町大字白滝老人クラブ白 // 

寿会会長上回議吉

一金10，000円 長浜町大字柴 泉平築次郎ミツル 白滝支館設備費として
ヒ一一ル製角かごる個 (1，300Ftl長浜町犬字白滝都 !白滝支飴調理室用具と|
相当〕 して | 

掛時計1個 (3，400円相当〕 白i竜小学校高佐潔 白滝支館側i品として
調理1月H品4倒 (2.000円相当)

長自浜'i'I町市大米字津白好滝1崎西鉄上清春
N 

!~:Jzパイプ製傘立2個 (3 ， 000円相 大 工所 // 

当)

a金120.000円 ヤjJ浦保育所父母の会会長 古谷 沖j甫保肯所ピアノ購入l
良子 資金として

一会42.900円
愛工八緩椛場南浜長部市山ヤe岡fク菖持ノ六レ吉株卜式株式会社 神山

昭和42年度養蚕業振興
寄付として

セイコーカレーン完ダ全一木時三千十I式 1個 会社長浜沖浦保育所備品として
タイム干ータ 全打式 支部衣笠政子
ljy.送設備一式及び幻幻機 告戊地区民一間代表父母の会 蹴保附悶一育師所
電気オJレガソ、テープレコーダ 会長松田吉幸

一消各者1入(126.600円相当〕
れ容認2個(1.600円相当)長浜町大字豊茂錦地一佐子 E9茂保育所備品として

児童用雨傘7木 (2.000円相当) 豊茂保育所41年度卒l謂父兄代表 " 
楠野総子

， 
一金170.000円 出海保育所母の会会長徳積久子 出海保育所ピアノ購入1:

資金として

茶摘、湯吾、急須一式 長浜町みずぬま屋永田援 対1訓育所備品として1:

1鋭60x453枚、 45x30 4枚 長浜町大野食堂天!B'I!i:ô~ " 
|へJlスメーター帽、大和秤 長浜町大字字沖浦 水木井己未生 1 // 

各1個 長浜町大長浜玉徳美
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会
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謝
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久
保
千
穂
、
衣
笠
武
雄
、
境
良
古
川

と
の
あ
と
、
祝
辞
、
謝
辞
、
民
生
行
政
報
告

会
、
高
知
県
か
ら
迎
え
た
西
岡
澄
子
氏
の
特
別

講
演
、
宣
言
、
そ
し
て
決
議
を
し
て
、
町
民
総

参
加
の
意
識
を
た
か
め
、
午
後
三
時
、
大
会
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

決

議

こ
こ
に
、
芳
三
団
長
浜
町
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
、
わ
れ
わ
れ
、
社
会
福
祉
関
係
者
は
、

と
れ
を
契
機
に
明
る
い
町
"
つ
く
り
の
た
め
、
社

会
福
祉
に
対
す
る
住
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め

て
、
今
後
特
に
努
力
す
べ
き
実
践
事
項
を
つ
ぎ

の
と
お
り
、
決
議
す
る
。

て
低
所
得
者
階
層
の
自
立
更
生
対
策
の
具

体
策
を
は
か
る
。

二
、
子
供
の
し
あ
わ
せ
を
守
る
運
動
を
積
極
的
に
す
す
め
る
o

特
に
、
子
供

の
遊
び
場
の
施
設
の
充
実
を
図
る
。

一
二
、
健
康
で
、
清
潔
な
町
づ
く
り
運
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。

四
、
社
会
福
祉
協
議
会
賛
助
会
員
の
全
戸
加
入
完
遂
を
図
る
。

右
決
議
す
る
。
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一
当
地
で
は
、
大
字
長
浜
、
東
新
地
、

一
宮
本
幹
之
進
氏
が
、
行
政
相
談
委
員
で

一す。

一
↑
み
な
さ
ん
の
う
ち
に
は
、
役
所
の
仕
一
行
政
相
談
委
員
は
、
「
行
政
の
民
主
一
直
接
口
頭
で
、
申
し
出
ら
れ
る
の
も

一
事
、
た
と
え
ば
、
年
金
、
問
給
、
税
金
一
化
」
の
た
め
、
秘
密
政
守
無
料
で
こ
の
一
よ
く
、
ま
た
、
簡
単
な
も
の
は
、
電
話
一

一
登
記
、
自
動
車
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、
一
よ
う
な
相
談
を
受
け
、
こ
れ
を
行
政
院
↑
で
も
、
手
紙
で
も
結
構
で
す
。
一

一
い
ろ
い
ろ
と
苦
情
や
、
要
望
を
お
持
に
↑
察
局
に
取
次

F
し
て
、
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な
さ
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の
納
一
遠
慮
な
く
、
と
の
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に
ご
相
談
く
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一

一

な
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れ

る

方

が

、

お
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【訂正〕

岡本武重を岡本盛重に訂正

(せ)の欄のある測尾勝利853を(す〕の欄に

訂正

中野立fE品交の部落名の f東jを削除

山本政男の部落名前奥を新造替地に訂正

坂田精肉応の番号56を51に訂正

坂田信也の番号51を53に訂正

宮本鶴111の備考欄の旅館を自1.除

7Jく本秋liX;の備考欄に旅館を追加l

渡辺水荷の呑号528を263に訂正
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。
暑
い
暑
い
早
く
涼
し
く
な
ら

な
い
か
と
い
っ
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ

と
な
し
に
、
涼
風
が
ほ
ほ
を
な
で
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
c

仕
事
の
能
率
も
ぐ
ん
と
あ
が
り
、
夏

の
う
ち
弱
っ
て
い
た
食
欲
も
で
て
ぎ
て

体
力
も
ど
ん
ど
ん
と
回
復
じ
て
き
ま
す

。
暑
さ
で
い
た
め
つ
け
ら
れ
た
胃
腸

も
、
涼
風
と
と
も
に
回
復
し
て
き
ま
す

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
出
回
る
〈
だ
も
の

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
い
た
だ
い
て
、
体
力

を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
〉
u

こ
れ
か
ら
の
季
節
の
野
菜
は
、
安

く
て
お
い
し
い
も
の
で
す
。
野
菜
類
は

あ
ま
り
く
ど
〈
手
を
か
け
ず
、
自
然
に

近
い
ま
ま
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す。
。
九
月
の
気
象
状
態
は
、
残
暑
、
台

風
と
複
雑
で
す
が
、
中
旬
を
過
ぎ
る
と

め
っ
き
り
秋
の
気
配
が
濃
く
な
り
ま
す

夏
休
み
後
の
、
特
に
低
学
年
の
健
康

に
は
、
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
例
年
、
大
型
の
台
風
に
お
そ
わ
れ

る
の
も
こ
の
月
で
す
。

台
風
、
高
湖
、
津
波
、
地
震
な
ど
の

よ
う
な
災
害
は
、
い
っ
、
ど
こ
で
、
お

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

台
風
は
、
か
な
ら
ず
や
っ
て
く
る
も

の
と
覚
悟
し
て
、
十
分
な
対
策
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。
あ
な
た
の
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

地
区
の
、
ど
ん
な
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で

も
話
題
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


